青山荘　　フェイスシート

平成21年12月7日　担当：木村　春子　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　山田　吉夫　　様　　　　　男・女　　　　昭和27年6月12日生（57歳）

	
	〒039-0832　八戸市田面木字赤坂35-35　　　　　　　　　　電話　0178-27-6638

	
	病　　名
	神経症性抑うつ状態
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	平成17年9月（53歳）頃
	罹 患 期 間
	4年2ヶ月

	
	入院回数
	　　　　　3回
	延べ入院年数
	約1年4ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　安々平Dr）
	外来受診日
	毎週木曜日（週1回）

	医療区分
	生活保護
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	　　有・無（2級）

	経済状況
	生活保護
	8.１万円

	
	その他
	年金受給に関して調査中

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青山荘

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ　21年　8月　13日
	身長
	156cm
	体重
	62.2㎏

	最終学歴
	名久井第一中学校卒業
	免許・資格
	自動車運転免許（H21年6月で失効）、その他土木系の資格を多数取得。

	職　歴
	洋服の仕立て、土木作業員
	

	保　護　者
	氏　名　黒丸　京子　様　　　　　　　　　続柄　次姉　　　（同居　・否）

	入所目的

・一人で安心して暮らせるようになる。

	入院・治療歴　初診日

１.H17年12月～H17年12月　　　　　　　 外来　　　　　八戸市立市民病院（精神神経科）

２.H19年5月～H19年12月　　　　　　　　外来　　　　　八戸市立市民病院（精神神経科）

３.H20年1月～H20年2月 　　　　　　　　入院　　　　　八戸市立市民病院（精神神経科）

４.H20年2月～H20年3月　　 　　　　　　入院　　　　　八戸市立市民病院（精神神経科）

５.H20年3月～H20年5月　　　　　　　　 外来　　　　　八戸市立市民病院（精神神経科）

６.H20年9月～H21年10月　　　　　　　　入院　　　　　八戸市立市民病院（精神神経科）

７.H21年10月～現在　　　　　　　　　　  外来　　　　　青南病院

	生活歴　

旧名川町にて、同胞5名第5子として出生。母親が再婚した地元の中学を卒業後、上京して、祖母の手伝いをする為縫製工場に2年間従事する。以降、八戸市に在住していた兄弟を頼って本人も移住。洋服の仕立ての仕事を7年間住み込みで行い、その後6年間アパートを借りて単身生活をしていた。その後は、土木作業員（約20年）として従事していたが、平成17年3月で会社が倒産したことで失業。失業後、市内に在む姉（特に長姉）が本人の経済的な保障の確保や日常生活の支援、手続き上の保証人等を行い支援していた。

平成17年9月より経済的な理由から、気分の落ち込み・食事摂取量の低下が目立つようになる。また、身辺保清が保てず、周囲が援助を行うが本人には変化が見られず、同年11月26日坂本内科クリニック受診。上上記状態は持続しており、平成17年12月21日食事と内服の確認のために坂本クリニックへ入院（～平成18年1月20日）。入院後も抑うつ状態が持続しており、専門医の診察が必要と判断され、平成17年12月22日八戸市立市民病院精神神経科を受診。服薬調整等はなく、経過観察となっていた。平成18年1月20日坂本クリニック退院後、同院への通院を継続していたが、平成19年4月から服薬を中断。徐々に自宅に閉じこもるようになり、平成19年5月15日八戸市立市民病院精神神経科を受診。以後も上記状態が続いており、平成19年6月1日坂本内科クリニックへ2回目の入院（～平成19年7月19日）。入院中は、自殺企図などの危険な行動はなかったが、突然離院して家族が本人を捜索したことがあった。坂本クリニック退院後は八戸市立市民病院精神神経科への外来通院・服薬を継続。デイケアを導入するが対人関係がうまくいかず長続きしなかった。自宅では無為に過ごしており、徐々に生活リズムが崩れ、抑うつ状態が再燃したことから、平成20年1月21日八戸市立市民病院精神神経科へ入院（～平成20年2月16日）。入院中に無断離院をしたため、強制退院となる。退院となったものの、病状の不安定さは持続しており、生活が維持できる状態ではなかったため、平成20年2月19日同院へ2回目の入院となる（～平成20年3月26日）。退院後は同院への外来通院を継続しながらアパートで単身生活をしていたが、次第に自閉的な生活を送るようになり、食事もとらず、部屋も乱雑な状態となり、八戸市立市民病院職員介入により、平成20年9月4日同院3回目の入院（～平成21年10月23日）。平成21年8月より地域移行支援事業を利用し、生活訓練施設「青山荘」への入所準備が整い、平成21年10月23日八戸市立市民病院を退院し、青山荘へ入所となる。
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家族構成
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	次姉様

現在のキーパーソン。水産加工工場（ヤマヨ）へ勤務しており、なかなか休みが取れないが、スケジュールがあえば協力を得られる。障害や疾病の理解はあるが、本人に対して保護的な面もある。娘夫婦と同居しており、10/28新居へ引っ越す予定とのこと。

長姉

失業後、本人の経済的な保障の確保や日常生活の支援、手続き上の保証人等を行っていた。情緒不安定になりやすく、市民病院精神神経科へ通院中。さらにその娘様も同様で、多くの協力は望めない。


平成21年12月7日（月）

	氏　名
	   山田　吉夫　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　27　年　6月　12日（　57歳）

	長期目標（中期・短期）

	長期目標：生活リズムの確立・金銭管理を身につけ、一人で生活できるようになる。

短期目標：青山荘での生活の確立・焦らずに今できる事を見つけて行っていく。

	これまでの経過

	入所日:10月23日

・入所後は落ち着きのなさ等はみられないが、「今後どのようにしたら良いか」といった不安を話している。

・活動意欲が低く、職員からの声かけを要している。

・11／13（木）より松尾歯科受診し現在も治療中。
・日中は自室にてパズルを行ったり、散歩に出掛けたりしているが、一人での散歩の時タバコを吸っている事があり、指導している。

＜服薬＞　
・夜間考え事をして眠れないと毎回受診時に訴える事あり、眠剤が徐々に増薬となっている。

・12／3よりフルトラゼパム１Ｔ→２Ｔ

・本人は睡眠について確認すると、あまり変わらないと話されている。
＜金銭管理＞
・11月の小遣いを食事以外の間食代やタバコ代に2万5千円を使用しており、使い過ぎである事を指導している。

・生保担当者に全労災より入院給付金（19万500円）が振込みになった事を報告している。

生保へ返還してもらう必要があるとの事。

・12／1（火）に生活保護費と入院給付金の振込みがあり、27万円をカードで引き落とし、「知らない」と嘘をつく事がある。施設長と面談し、お金を引き落とした事を認めている。

・信頼関係が築かれていなかった事もあり、通帳とカードは預かりとなっている。

＜対人関係＞

・入所後対人関係で大きなトラブルとなる事はないが、特定の利用者様が干渉的な事や、声が大きいことに対して

怒鳴る事があり、介入している。

・他者との交流は少ないが、日常最低限の会話や不明点は職員に尋ねる事は出来ている。

・掃除当番や食事当番などのやり方について他者に聞く事は出来ているが、時折食事当番日に「何もやりたくねぇ」と背を向ける事あり、集団生活の中でのルールを守るよう介入している。

・夜間帯で娯楽室に出てきて、テレビを観て過ごされる事もある。

＜健康管理＞

・タバコの吸いすぎを注意すると、吸いたい物は吸いたいと話す事がある。

・口の中が乾くとガムをいつも噛んでいる。

・自分でも体力の衰えを心配し、散歩に出るように心掛けている。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①金銭管理について
	・生活保護があれば、定期的に生活出来る分の収入が貰える事を伝え、悲観的に考えないよう促す。

・毎月の小遣いを決めた金額でやり繰り出来るように、無駄遣いをしないで計画的に使用する事が出来る。

・小遣い以外の生活費についても、本人が現状を把握できるように話し合う。

・小遣い帳の記入をきちんと行う。
	2ヶ月

	②日常生活支援・余暇活動について
	・青山荘での生活リズムの確立。

・青山荘での掃除当番や食事当番を通して、責任感を持って頂く。

・自分の思っている事を、相談できやすいような雰囲気を作り、信頼関係を築く。

・余暇活動として本人が興味を持って取り組める物を引き出し、余暇の充実を目指す。
	2ヶ月

	③服薬について
	・服薬の事務室管理をする（約1ヶ月半）

→必要に応じて、期間を延長することもある。

・服薬継続の必要性について理解を促す。

・上記内容が行え、理解できたら服薬管理の次の段階（服薬チェックシート）へと進む。
	2ヶ月


プラン計画者　氏名：　木村春子

修正プラン実施評価日： 　２１年１２月　７日（月）　青山荘地域交流活動室
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